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リンゴわい性樹のオフセッ ト様式について
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1 は  し 力
' 
き

リンゴ栽培では,植栽後短年度に単位面積当りの生産効

率をいかに高めるかが大切である。そのための一方法に,

わい性台利用によるォフセット方式がある。そこでこの方

式について検討するため, 半わい性台にM M 106(55本 /

10a植 )を使用した低密植での初期収量の低さを補うため,
M%台使用のわい性樹を間伐樹として添え植え(昭

“

年 )

し早期収量増を図るとともに, ォフセット方式での問題点

の抽出をした。

2試 験 方 法

1 供試品種
0)セ ット樹 陸奥・ レッドゴールド/M M 106

は,幼木時代は主幹型仕立てとし,定植後 7～ 8年の若冷

樹～成木への生育過程で芯を弱め, あるいは取り除いて樹

高 35π 位を目標とし,従来の変則主幹型仕立てにした。M

26台使用樹についてはスレンダースピンドル仕立としたが

オフ樹では樹冠の拡大に従って,セ ット樹との交叉する枝

を切りつめる傾向があり,結実性にも悪影響をおよぼす結

果となった(表 1)。

樹冠の広がりは年毎に増え,オ フセゥト樹のいずれの組

合せでも5年で30“前後の枝葉の交叉が始まり,8年では
,7前後の交叉量となった(図 1)。 このため日照不足あ

るいは交叉部分の校の剪去による花芽着生,結実部位の不

(昭 44年春接ぎ,昭 45年春定III)

12)オフ樹 ふじ/M26
(昭 44年接ぎ, 昭45年定植, 昭48年試験実施にあたっ

てオフ樹として改植 )

2 栽植距離
オフセット((452+157)× 5π 〕シングルヘッジ
ロー, 6π × 5π

3 調 査
(1)樹冠の拡大,②樹相,(31収量,“ )品質,6)間伐に至る

までの期間など。

3 結 果 及び 考 察

` 
樹の生育と仕立法

陸奥, レッドゴール ド/M M 106の 半わい性樹の仕立法

セット樹

レッド
ゴール ド

価

表 1樹 の 生 育

栽植様式 品 種 /台 木
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図 1 ォフセットの樹冠の広がり
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足など生産量及び品質にも影魯を与えた。このようなこと

から, ォフ樹の利用できる年限は 4～ 5年前後で, 以後は

セット樹によるシン/7レヘッシローになるものと考えられる。

表2 年 次 別収 量

2 収量及び品質
収量は表 2の ようにォフセット方式のレッドゴール ド/

MM 10る とお、し/M26,陸奥 /M M 106と ふ じ/M26の 組合
せは, シングルヘッシローのそれぞれの対照品種と比較す

れば短年度あるいは3カ 年間 (昭 49～ 51年 )の累積収量で

も低く,品質も劣った (表 3)。

精度では昭和 51年 のふじを見るとオフ樹で約 11度に対し

てシングルヘッジローふじでは
'こ

1度 と2度位の大きな差

が見られた。

レッドゴールドや陸奥においてもふじ同様の傾向があり,

オフセット樹の枝葉の混み合った日照量の少ない樹冠部の

果実は精度が低い傾向がうかがえる。

蜜入り指数,食味指数でも同様の傾向があり,ォ フセゥ

ト樹よリシングルヘ "ジ
,一 樹の果実品質が勝る結果とな

った。

また,果色についても枝葉の交叉量の大きいオフセット

においても劣り,ふ しの例では着色良好な秀級果はシング

ルヘッジローの45,に たいしォフセットは28%で大きな差

がみられた。

3 品種 本試験ではセット樹に睡 及びレッドゴール
ド/M M 106を 用いたが,両品種共に生育の旺盛な品種であ

る。したがって問題となるのはオフ樹であるが 4～ 5年で

セット樹と競合するので,こ の間までに生産を上げ間伐で

きるような品種が望ましく, この点ふじでは充分に活用す

ることができなかった。今後の栽植にあたってはゴールデ

ンあるいはジョナゴールド等結実性の早い品種の利用につ

いての検討も必要である。

4 台木 本試験ではMMl%台およびM26台の組合せ
であったがオフ樹の生育は旺壼で短年で校交叉をみた。こ

のようなことから長期利用するためにM9,■ 27台 など更

にわい化程度の強い台木についても検討が必要であろう。

植
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表 3果 実 品 質

栽植様式 品 種 /台 木 年次
分  析
平均果重
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4摘   要

わい性 リンゴ栽培におけるオフセット様式の問題点につ

いて抽出を試みた。

1 オフ樹の利用年限 :ォ フt,卜 様式で問題となるの
は両者の校交叉であって, この競合の影響は 5年が限度の

ようであった。

2 品種 :ォ フセット様ずでは,ォ フ樹に用いる穂品種

は利用年限が短いため,早期結実性が高く,樹勢の圧盛な

品種を選択する必要がある。

3 台木 :オ フ樹に用いる台木は, 利用年限を高めるた
め,わい化度の強いM,A,M27な どについても検討する
必要がある。

4 ォフセット様式では, ォフ樹の利用年限が短いこと
から経済性の面からも検討しなければならない。


